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衣装の発生と伝播
ラナ・タル一族 (Nepal)の衣装を中心に
-ZL写どスカートの発生源〈阿修羅と神々〉を探る一
今木加代子
1 はt_;めに
洋服の下半身を覆う布には，幾設か重なった TieredSkirt， westで絞られた Gathered
Skirt，揺らめく炎を意味する FlaredSkirtなと¥ゆったりとした Skirtを先ず連想する。
又， Classicな競技 Danceでは， Skirtの揺れ方も大きな審査，得点の対照となる程に，舞踏
にl土欠かせぬ重要な要素ともなっている c
人の下半身を覆う一片の布が，様々な様式の Skirtとして発生，成立し，民族各様に微妙
な変化を議えつつ design，発展，伝播の課程には，以外に按雑な歴史，又それ以前の房、始宗
教に生ずる呪的神占思想、の色濃い潜在が伺えるつ特に TieredSkirt， Gather Skirtの根底に
は，古代 lndiaのく阿修羅神>I関争の神jの持つ激しい気性が潜んでいるようで，現代にも
京形のままに伝播しているかと思われる，インド・ラジャスタン王族の子孫と言う， 1)ラナ・
タル一族の Skirtの具象例を持って， Skirt発生の動機，所拡を究明しようとするり
2 古代の Skirtと神々
写真 1，2Sumer (シュメ-)レ〉期の Skirt
詳紹な霊史は，多くの御専門書に依存するとしても，大j可のほとりから文明が開ける中で
も，西 Asia，Tigris， Euphrates両大河の関， Mesopotamiaは，紀元前 6000年の歴史を務
り，中でも ウルクの街跡からの出土品は， BC 2600年を湖る Sumer入の文化を，今に見る
貴重な具象の姿でもある c
写真 1誌ニナの立像と材、しウルクの街の高級官吏の像であり 写真2は夫婦の座像とある c
¥.， )ずれも上半身は課身で，幾段かの羽毛を形取った草の嶺み重なりの Skirtで，素材の革の
技法を知りたいものと注意をしているが，この設からは革に羽形の形押しは誰淵出来るι 又，
この 2枚の写真からは，高官は 5段，夫婦は 3設と，段数で上下の階級差があり，男女共に
下半身は Skirtであることが読み取れる。又，上半身の裸身が Mesopotamiaの地でも，ウル
クの街は南にあることが推測出来るが，今少し Sumer人を知っておきたい。
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Sumer人は紀元前3800年頃迄シュメーんの地に誌居なかった。しかし，その前は何処
にいたのか分かっていないが，カスピ海方面，或いはインドから移動したアルタイ諸語系
の人種でないかと見られている。王のウル・ナニムやグデアのf象面の一文字の肩の太さや
大きな自には，古モンゴロイドの姿が伺える。
国らしい形のものを設立した一番古い王は紀元前2800年のKischに現れたエターナで
ある(記諒では 1，2代となっている。)エターナは敬愛で敬神の念の強い人であった。ある時
蛇に襲われた講を救ったところ，恩返しに鷹が天までエターナを連れて行ったという，最
後に地下の宴界の王となったとされている2)む
とあり，乾燥した地を背景のAltai系民族にとっては，鋭い爪で天空から薄い降り確実に糧を
得ることにたけた猛禽類の王者く溝〉と，天と大地の接点にもなる泥中を自由に行き交う聴虫
類，中でもく蛇〉は湿潤な地の神の象徴，何れも乾， ?星の環境を象数する筆頭の神格化した図
像となっている。〈今後尚， f象の持ち物には習意しなければならない。)又， BC 4.5千年の昔から下
半身の装いは，羽毛を幾段にも重ね飛期の願望;こ満ち溝ちた TieredSkirtであるこを留意し
ておきたい。
写真3 女神アシ工うであり BC14世紀 Ugaritic(ウガワット)古代の Fhoenicia(フェニキ
ア〉の外落をなしていたミネット・エル・ベイダーの墳墓から出土した象牙製子箱(合子)の
蓋であって，女神の両手に持つ穂の東を，左右からヤギが食べようとしている図が浮き彫りさ
れているお。そして裾巾広いTieredSkirtをはいた当像こそが，現東洋での阿穆羅にも通じ
るもので，出土する Ugariticの地の Ugaritic神話を基にアシェラを探って行く。
今をj朔る 4.5千年の昔から地中海東沿岸，現在の Syria(シリア)北端の海岸都市国家 Uga-
riticがある。当時 Phoeniciaの地は，吉代 Orient文明の二代中心地 MesopotamiaとEgypt
を結合する陸橋の役割をなす地でもある針。又， Syliaは，古来の土俗・或いは民族宗教を逸
説し， Judea教の成立に始まり西に Christo教，東に Islam教と，三大宗教発祥の地でもあ
り，文化は宗教に始まるとも，各宗派の経典と共に人々の生活も統制化されていく。
ウガリット神話によると，エルは神々の父，世界の創造者であるが，すでに隠居してい
て，後の支配権は三人の息子に相続されている。すなわち，パアルが天と地，ヤムが海の
支配者である c アシェラは三人の息子の母であり，神々の父エルの妻でもあるが。
パアルは天と地の神，雲に乗り雨蜂らせる嵐の神であり，死の神モトに勝つが，母アシ
ェラ辻英雄のパアルをrr:;，援するとある。
即ち親もr.芯援し荒れ狂う麗の雨を降らせるが，その雨辻乾いた大地を潤し，豊かな実与をも
たらし動植物の生存を約束する。写真3のヤギがむさぼる稲穂は，嵐のお桧で手にする大地
の恵みの図像であり，その母アシェラは，善を見越して患を正、援しているのであろうか…・・，
その装いは，裸の上半身に，巾広い 8段の TieredSkirである。そして恐怖の嵐も豊鏡の大
地をもたらし，当像は激しさと豊かさ両様共生の母神の姿ともいえるものであろうか。
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2600年頃マワ
出土アレッポ
呂立博物館載
写真3 頭、の出羊と女神の象牙版
前 13世紀シ J)ア出土
パリ ルーブル美術館蔵
写真4 書記ア夕、の印章でAkkad(ア yカド)朝 BC 24~23 世紀，出土不明ながら，当時丸
い棒状の印章の出土は頻繁ともあるつ
このユニークな匿文は誌とんど理解していないとある中にも，新年豊鏡祭が行われた儀
式を示すものとあり， f!Oちタムーズ信仰の表現と考えた研究者が多かった口頭部に見られ
るのは角を持つ冠あるいは鱈子の表現から云って持である c 鋸を子に持って出の関から
出てこようとしているのは，太陽神である光が肩から出ている。右で片足を出にかけてい
るのが水の神エアで，肩から求が流れ出し焦がその水流を拐っている。右手に烏をのせ，
足下では羊が立ちあがろうとしているむ彼の背後にいるのが両面をもっ忠実な従者のウス
ムである。左の山に立つの辻翼を持つ女神イシュタルで，背に失簡を負い，左手に都子の
束らしいものをもっているつ側で山から木の生えているのは豊鎮の象徴であろう c さらに
左側で手に弓をもっているのは 戦争の神ニンウルタであろう……6¥
即ち，天の太湯，空の鳥.地の*-と魚、と動物，大地に豊鏡をもたらす神々の集まり，宇宙の森
羅万象の営みを司る神々の姿を，書記が常時印として持ち 建やかな市政を新願し捺印するの
であろうか……，その神々の下半身はこれまでの神と同様，男神，女神共々 4，5段の Tiered
Skirtである。左の弓を持つ戦争の神の男神は前から脚が出，国巻状の Tieredであり，中央
の女神は笥状であることを留意しておきたい。
写真5 蛇を持つ女神像 BC 1600~ 1500年頃 クノッソス(クレタ島)出土でエーゲ海
のクレタ島クノ yソス宮穀の西翼部の祭妃用の品々を納めた「神庫jと呼ばれている小室
から発見されたc ほとん再じ型のほ諸問じ大きさの二つの女性像の一つがこれである。鞠
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写真 4 書記アダの印象蔀 24~23 世紀出土地不明
ロンドン大英博物館歳
写真5 ファイアンス製の女
神像前 1600~1500
年頃クレタ出土
ヘラクリオン博物館議
の開いた短い上差，きつく絞めた装飾付きバンド，横餐のある長いスカートなどは，壁画
に措かれている宮廷の女と全く同じだ， しかし，両手に蛇を持ち，帽子の上に牝獅子がう
ずくまるのは，普通の女とはみえない。或いは女祭司ともいえるが，女神とみてよいであ
ろう 7)0
とあるが，写真3，4とも同種の TieredSkirtが，当像では 8段の襲として立体的に具象fヒさ
れている。又南方からの伝播かとも思われる小さな ApronとChoriがついて， A女のようで
もあり，クレタ島の民族移動の変遷史も少々知っておきたい。
クレタ人について クレタ人は単一民族ではなく 東方のふアジア シワア方面から移っ
て来た人間と南方のリピア方面から渡って来た人間との握合民族で，又，渡来は幾匝にも
渡って行われたと思われる。おおざっぱに云えば，クレタ入試セム系だと想定出来， ミケ
ナイ人やギリシャ人のようなアーリア系ではなかった8)。
とあり，アーリア系，セム系の梧違も考えなければならないが， Tiered Skirtに関しては古
代の Skirt河様小アジア，シワア方面，即ちアーリア系の伝播であろうことが伺える。
(又，小さな上着がモンゴル相撲の鷹の仮想、の上衣 RingeIjacke(zodog)とも非常にねた様式で，その発
生と伝播も今後の課題ともなってくる。)
3 インドの陪修羅について
宮治明の「アジアの阿穆羅(輿福寺監修 f河修羅を求めるj小学館)によると，阿修羅
はインドでアスラ (asura) といいますが，インド最古の文献 r1)グ・ヴェーダ』に出て
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きますc アスラは一つの神を指すのではなく，一群の神々の総称で，吉い時代には， I生
気・活力jを意味し，生舎力に富んだ力強い神々を指したと見られていますc
アスラに対して，一般に神を意味する語はデーヴァで，デーヴァはラテン語のデウス
(de-us .神)と同じように[輝くj という意味の語に畠来し，天を表す単語と同じ起源
を持つとされます。デーヴァもアスラも一群の神々を指したわけですが，デーヴァが温和
で友愛に富んだ親しみやすい神々であったのに対し，アスラは近づきが‘たい苛恐ろしい力
を持った神々と見られましたっ Iリグ・ヴェーダ』の中で最も人気のある英雄神インドラ
は，デーヴァの代表的な神で，ヴアジュラ〈金離杵}によって悪竜をころして水を開放
し，宇宙の創造と維持を司る役割を担っています。インドラは仏教に取り入れられ，帝釈
天となります。
(この神々 は，金隠開l甘十杵午をもつことを留意しておきたL
一方，アスラの代表的な神は，ヴァルナで自然の法長IJや人間社会の秩序，正義を司る
神，天間や提を守り，悪を窓らしめる裁きの神ですむ中世とンドゥー教国ではヴァルナは
悪を縛る絹索(鰐)を持って去され， 1.では十二天の中に取り入れられ，本天と呼ばれま
すが，ゃ;土り絹素を持っていますむアスラ;こ;まこのほか，モンスーンの強烈!な力を神格化
したルドラという荒々しい神もいますc ルドラはのちのヒンドー教の破壊と創造の偉大な
神シヴァの前進とされます心デーヴァの神々が逼和で恵み深いのに対して，アスラの神々
は程々しさ，恐ろしさが目立ています。時代が下がるにつれ，デーヴァには善神的慢lJiID
が哩アスラには悪神的な側面が強課されていきます 3
(アスラは，絹索{儒)をもつことを留意Lておきたいc)
一般にデーヴァは善神 アスラは悪神とされますが r 1)グ・ベーダ』の神話を見る
と，デーヴァの代表であるインドラも金割杵によって悪竜を殺毅するし，逆にアスラであ
るヴアルナは秩序を重んじ，悪を憎むが，罪を悔いるものにはやさしし~恐ろしいルドラ
も礼拝するものに霊葉を与え.恩恵、を雄します。
古代の神々はわれわれが考えるほど，善神と悪神とに単純に分けられるような性格をも
つものではありませんG アスラはより強い生命力をもった，荒ぶる神々といえるでしょうじ
とあり，主ftイランの最古の聖典 Bedaに登場するアスラ神は，く命の源を自在にする〉また
く神々は畳に宅アスラたちは夜にその力を行使〉するとの神占思想を含みつつインド的な神々
として分化，移行したとある 9?G
(金制杵;主主主の退治のために，絹索(絹)は命の源，糧を得るために持つことを留志しておきたいジ
アスラとは……神々を正しく祭ること辻，当時のインド・アーリアの人々にとって重要な
ことであったむ人需の運命は神々が握っているコ神々を謁足させる祭自体が神聖視され，
さらに，巧みな賛歌で神々を意のままにしてしまう祭官・バラモンこそが持だというよう
になる，バラモン教の誕生である。こうした時代が，紀元前 11世紀ごろから紀元前 7世
紀ころまで続く c そうした，ヴェーダ時代の早くから， I竜神としての役割を演じるアスラ
名前には las(存在・生存)J，あるいは Iasu (気息・生命)Jといった意味が含まれj
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る。そこから導かれる初期の役割は，自然の力，とくに大地の恵みに関連し，万物創造の
神として擬人化されたことを表している。
ここで，一般には水天として知られるヴァルナについて述べなければならない。
もともと，ヴァルナはヴェーダ以前のインド・イラン時代に起源をもっと考えられる。
その名前はおそらく 「覆うJr冨い込むjの意味をもっ語源ヴワ vrに由来する。
戸外で頭上を囲むのは大空，宇宙である。当初のヴァルナ神の概念は，天空をあまねく，
覆う光と嵩であったG 二つの天球署-昼と夜の全宇宙を牌院し 物質・精神両界の最高の
支配者サケラジ(全世界の支配者)，あるいはリタ(真理〉の裁断者であった。
それゆえヴァルナはときに「全能なるアスラJ，あるいは「天地の創造主jと称された
又，古代ペ1レシャの最高神アスラに対比される。……また恵みをもたらす自然はアスラで
ある。一方，皐魅・疫病あるいは天体蝕などの難をもたらす白熱，それらもアスラであ
る。アスラの内包するそうした二面性のうち，後者はやむことなく神々と交戦する災いの
賓神とみなされるようになる10)。
とあり写真3，4， 5の古代出土の神々の TieredSkirtの装も，万物創造の神として擬人化され
た具象の姿の一様式とも云え，その姿には f覆うJr囲い込むjの意[全能なるアスラjある
い辻「天地の創造主」とも称、される古代ベルシャの最高神アスラの思想も含み持つものであろ
うか。
4 阿修羅の纏うもの
写莫6，7IndiaのSkirt
天衣と腰布，条吊(絹の布のこと)，縁取りにどっぷりと密震を深めて織り込まれた金
ひるがえ はぬず
の重みで翻るのを押さえている。当時最高位の黄色とされた唐様色(肉柱色。自色を著び、た
ほうそうげ
紅色)の地に宝相華紋様が禄青で丹念に描きこまれている。胞には大粒のティアーズ・ド
かぎ丹 ひせんわんせん
ロップ形の宝石を精密な純金の鋳結工で繋ぎ，同じデザインの膏母I!と腕章1，細いワボ、ン
いたこんごう
を蝶結びにして皆められている。足には板金剛 (2000年のニューヨーク辺のファッションの
サンダル)11)。
とあり，写真6は正しく上記河修羅神の具象的な措置であり，写真引土，奇しくも大阪で lndia
の商人より入手出来たもので，これもまた写真6同様，阿修羅神の S孟irtの条件を伝承し
た，たぐい希な具現の逸品であることを，当記と共に新たに気付いている。
{写真1のSkirtは，当紀要31号 服館デザインに見る呪的な開題についてープリーツと尾のかかわりを
中心としてーでも記している。)
はぬず
とれら陪修羅の Skirtは，筒状の GatherSkirt，または縮かい Pleats状の唐様色で，
宝相華紋様は横縞状に置されている。そして胸部は露出しつつ，調から上部の肩を覆う小さな
Choriとtoo-piece状であることを特記しておき，以下当条件を備えた Skirtの伝播の具象
の形を探って行く。
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3電F)-i(!Nl.ilt，) "1;2. 
写真7 lndiaの Skirt著者所麗
写真6 lndiaのPostCard
写真 11 ラナ・タル一族の祭 写真 12 ラナ・タル一族の外
事の装い 出着
写真8 4日4冠の阿修羅 6世
紀後半敦浬莫高居第
249屈の壁画
写真 13 ラナ・タル一族の既
婚者の装い
写真 16 ラナ・タル一族 写真 17 ラナ・タル一義 写真 18 ラナ・タル一族の Choriの科繍
の背面意匠 の正面意匠
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写真9 ラナ・タル一族の魚取りの景
写真14 ラナ・タル一族の現代の S詞此
写真 10 ラナ・タル一族の普段の
装い
写真 15 ラナ・タル一族祭事の
Skirtの背菌意匠
写真 19 ラナ・タル一族の
J普面
意匠 写真20 中南米 CostaRicaの女性の SkirtPostoCard 
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5 ラナ・タル一族の衣装と莫撞屈の阿修羅像
写真8 中国甘露省・敦撞莫高窟第 249屈の詞穆羅像で，吾妻車時代(6世紀後半)の造営とある。
当阿修羅像は，須弥山を背にして大海に両足を踏ん張って立つという姿で，須弥山の山
頂には帝釈天が住む和天の宮殻が描かれている。阿修羅は一つの顔に四つの自があり，手
は西本という異形で，やはり二手で左右に円形のものを葎げ持っている。これも月と太陽
と考えられる。仏教的図象と中国臣有の神話に基づく諸神の図象で， 4目4冠の阿修羅と
ある 12)。
uぬず
そしてその衣は，裸身に麿様色の短い腰巻状の Skirtで青の縁取りがあり，ネックレー
ひせん わんせん
ス，菅萄1. 競穿1もついている。
函 1，写真9....19 はヒマラヤの務境に{主むラナ・タル一族の衣装で，一見，美的感覚で装う
ものかと見紛うが，よく見ると，これ迄述べてきた神々の持占思想が如何に純粋に継承されて
図 1 4 El4冠の陣修羅と同じ Styleで立つラナ・タル一族の労
働時の Ski抗措画著者
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いるかが何え，まづラナ・タル
一族について見ておきたい。
ラナ・タjレ一族について
16世紀にイスラム教徒の
ムガールがインドに侵入し
た後，ラジャスタン地方で
支配階級のラージブートの
人々と，イスラム教の王と
の間で戦争が起きた。イス
ラムの壬が，ラージブート
の娘との結婚を望んだこと
がきっかけだったという。
ラージブートの女と子供た
ちはインドを横断して東へ
逃げ，男たちはとどまって
王と戦った。やがてラージ
ブートの女と子供はタライ
という森林地帯に住み著
き，ラナ・タルーと呼ばれ
るように会った。タライの
森は，とマラヤ山麓のネパ
ールとインドの国境沿いに
885キロにわたって広がっている。女たちはラージブートの男が普殺しになったと開き，
タライに連れて来た奴隷と結婚するようになったという o 400年もの問ラナ・タルーの入
は質素な暮らしを続けてきたむ数台の自転車やトラックターなどを設けば身回与のものは
誌とんど手作りだ，家の壁は内側も泥と牛の糞で塗り固めてあるG 表面がとても滑らかで
見た目も惑触もまるで素乳のようだ臼粘土製の査，刺織を施した民族衣装，手編みの魚、
縞，ラナ・タルーの人達の手にかかるとすべてが芸術となる13)。
とあり，以下インドラジャスタン地方支配階殺の血を引くとあるラナ・タル一族の衣装を見て
行く。
関L 写真 9，10 大きな網を大勢で持ち魚、を京る姿で，作業は全て集屈で行うとある。その
少女の姿は，写真8莫高層の 4目4冠の阿修羅像と同じで，何よりも腰屈は，著様色の地に
大地の実り c かぶら，大根など根菜の模様が配られている。裾の巾広い黒の borderは長い土
と豊かな大地を象散するようで，この摂願に満ち満ちた一枚の大型の布を westで gatherに
わんせん ひせん
し，更に巻き上げ，短い腰巻状の Skirtとなっている c そして豊かな Nec孟lace。腕釧，腎事1
もついており，頭の鋳りも必要欠かざる冠でもある 9 そして阿修羅に必須の網(絹索〉を持っ
て立つ姿は， 4目4冠の伺修羅と同じ姿勢である。
写真 11 祭事の折の Skirtで，ゆったりとした白布に変わる。しかし民族衣装の白帯，神事
の白布については，又深い発生と伝播の routeがあるようで，今後の大きな課題でもある c
写裏 12 写真 10と同じ GatherSkirtも，働く時は短く，普段は長いままの巻 Skirtとして
f吏っており，黒の Border'土未婚女性のようである c
写真 13 既婚女性の装いで，地と Borderの配色が逆転した一枚の巻囲となっている。左の
人法 Indiaの Sariで3，4mの長い布を巻いている。
写真 14 Skirtの色は，赤，白，青の三色の Tier吋で，
写真 15，16 は巻西形式で中程から上は gatherの無い一枚布に切り替わっている。後腰に誌
丹念で鮮やかな擦の布が下がり，
写真 17，18 Choriともあいまって，最近の縫製のようであり，写真 12，13が伝統的なもの
であろう。
写真 19 ;で，後腰のぱっと開いた gatherは，写真 16，17の背面ともあいまっ
て羽ばたくく鳥の尾〉の arrangeの技法と解釈出来ょう 1針。
6 まとめ
写真20 華麗な peintingの Oxcartは，豊かな大地の恵みの歓喜を象被する，ここ中南米
Costa Rica筆頭の民具である。右女性 GatherSkirtの色使いは，上部は唐様色と裾の border
は黒で，ラナ・タル一族と同じ調子である。又左の女性の，赤，黄，青，白，黒の五原色で三
段に切り替えられた gorgeousなTieredSkirtは，写真3の嵐でありながらも，同時に豊銭
をもたらすアシェラ神の Skirtと，同じ思想、が伝承していると言えるのではなかろうか。
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吉来， Eurasia大陸で永々と築かれたであろう文化を持ち， 16世紀の頃から， Columbus 
のたどりついた Cariむbe海に端を発し，未開の大地Americaへの移民，開拓，々々の中に生
み出されたであう機龍性に富むAmerican文化も，その披底には， EurasIa大陸の文化・神
占思想、の色濃い伝播が TieredSkirtを通じても{言える。
(し、づれ詳縮な伝播の過程の記述も必要と考えつつむ)
そして又，下半身の GatherSkirtとは，乱舞と共に飛裁を額う神がかり的小道具であり，
数段の切り替え，或いは横縞模様で，又持ち物で，大地と太陽と豊かな実与を国議fとするもの
で，誠に神占思想、に溝ち満ちた，最も Dressyの象徴，又冠婚祭事の為のものとも言えよう。
簡単には入りにくいヒマラヤ山麓の秘境，ラナ・タルー接の沢山の得難い貴重な写
真と資料を，心良くご提洪下さいました理学博士 京久弥先生に，紙面を借り，深く
感謝の意を述べさせて戴きます。
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